
令和７年度知的財産研究会 活動状況 
 

 

■ 第１回研究会 
 

テーマは「生成ＡＩの知財実務での活用」でした。知財業界でも注目が高まる生成ＡＩ

ですが、実際にはどう使えばよいのか？という声も多く聞かれます。第１部の講演では、

知財実務に直結する形での生成ＡＩの活用例を取り上げ、日々の業務への具体的な活かし

方を、講師のパテント・インテグレーション株式会社 代表取締役 大瀬佳之 氏からご

紹介いただきました。第２部のワークショップでは、参加者持参のパソコンで実際に生成

ＡＩを操作してもらいました。 

 

アンケート回答では、「その場で参加者

の疑問点を募り、解決方法を説明するとい

う手法が斬新でした。生成ＡＩを使う時

の、基本的な注意事項を説明してくれたの

でとても良かった」「特許公報の読み込み

作業、特許分析作業など知財実務への応用

について紹介していただき、生成ＡＩのサ

ービスが増えて進化していることを感じま

した。」などの感想が寄せられ、好評でし

た。 

１ 日時 令和７年７月１８日（金） １４：００～１７：００ 

 

２ 場所 長野県工業技術総合センター（長野市若里） 

 

３ テーマ及び講師ほか 

第１部「生成ＡＩの知財実務での活用」 

    講師：パテント・インテグレーション株式会社 代表取締役 大瀬 佳之 氏 

第２部 ワークショップ  

    ファシリテーター： 同 大瀬 佳之 氏 

    内容：参加者持参のパソコンで実際に講師の大瀬氏の会社が提供する 

「サマリア」を使い、講師からの出題に対して実習する。 

 

４ 出席者 ４５名（リアル２７名、オンライン１８名） 

 

 


